
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議次第 

1. 開 会 

2. あいさつ 

3. 会長・副会長選出 

4. 諮問 

5. 協議事項 

6. 議 事 

              平成 25 年度市民参加手続の実施運用状況について 

7. その他 

8. 閉 会 

平成２６年８月７日（木）  １８ :３０ 

石狩市役所５階  第１委員会室 
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協議事項 

 

１，第７次審議会の運営ルールについて 

【これまでの「石狩市市民参加制度調査審議会」の運営ルール】 

１，議事録の作成 

 議事録は全文を記録する 

 議事録の内容は、出席委員全員で確認する 

 出席委員の確認終了後、会長の署名により議事録を確定する 

 

２，傍聴者の意見提出 

 傍聴者が書面で感想や意見を提出することを認める 

 

２，第７次審議会の審議内容について 

【第６次市民参加制度調査審議会からの答申内容】 

１． 市民参加制度手続の実施運用状況の評価について 

・平成 23年度、平成 24年度の市民参加手続きは概ね適正に実施されていた。 

・特に、市民参加手続を実施した事案の中には、複数の手法を用いた市民参加手続き

を実施したものや各種計画策定等においてアンケートやワークショップ、意見交換会

などを実施しており、これらは市民が行政活動に参加する機会を増やし、あるいは参

加しやすくするための手法であることから、これらの市民参加手続の実施は有効であ

ると考えられる。 

・市民参加手続きには意見を募集する役割の他にも、市民としての義務や責任を意識

し、まちづくりへの参加意欲の醸成、市の情報開示、市が市民の意見を聴こうとする

姿勢を伝える機会でもあることから、行政活動に市民が参加した状況を今後も継続し

て伝えるようにすべきである。 

２． 市民参加制度をより良い内容とするための改善方策 

・パブリックコメントを実施したものの中には、専門性の高いテーマのものがあり、

市民には難しい内容だったと思われる。このようなテーマの場合には、図や絵を用い

て分かりやすい説明とするよう努めるべきである。また、審議会においては全体的に

傍聴者が少ないことから、傍聴が可能であることをよりＰＲすべきである。 

・第 5次審議会の答申を受け、第 6次審議会では適切な委員数について審議をおこな

った。本審議会の役割には、市民の声をできるだけ行政に反映させ、市民参加制度を

より良い内容とすることが求められていることから、これらの役割を果たすための安

定した運営、適切な議論がおこなえることを条件に定数の範囲内で試行的に減員する

ことを認める。 

・市民の中には、意見を持っていながらそれを市に伝えていない方が多いと考えられ
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ることから、そのような方の意見を積極的に把握し、また市民が自発的に提出した意

見の取り扱いに留意し、引き続き行政活動への市民参加の推進に取り組むことを希望

する。 

 

※これまでの審議状況 

 各年度の第１回審議会において、前年度の実施状況を報告。 

 手続の実施運用状況について、総括的に評価。 

 制度の改善点や手続における工夫すべき事項を検討。 

     

 

 


